
平成30年度　災害対策に関するアンケート集計結果　　※調査対象医療機関数：126箇所（病院のみ）

質問１　自施設の耐震化について　※複数回答あり

質問２　自家発電装置について

質問３　据え付けタイプの自家発電装置がある場合の設置場所について

質問４　整備している発電機の出力（複数台ある場合は合計）について

◇耐震性がある

　　⇒「建設当初から」59病院、「建築後に耐震改修」29病院

◇耐震性がない

　　⇒「耐震対策実施予定がある」17病院

　　　 「予定なし」17病院

◇耐震性の有無不明

　　⇒「予定あり」又は「実施したい」1病院

          「予定なし」3病院

※耐震がない棟があった場合、未耐震でカウントしている。

※質問３は、質問２自家発電について、

　「据え付けタイプがある」及び「両方ある」

　と回答した医療機関のみが回答

※質問４は、質問２自家発電について、

　「据え付けタイプ」、「ポータブルタイプ」及び「両方」

　と回答した医療機関が回答

「自家発電装置がある」

　◇据え付けタイプのみ59病院

　◇ポータブルタイプのみ5病院

　◇両方ある50病院
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平成30年度　災害対策に関するアンケート集計結果　　※調査対象医療機関数：126箇所（病院のみ）

質問５　備蓄している燃料も使った場合の連続運転時間について

質問６　水道水が供給されない場合の対策について　※複数回答あり

質問７　県が公表した新想定を受けた災害対応マニュアルの見直し等について（有床診療所のみ回答）

質問８　業務継続計画（BCP)について

※質問５は、質問２自家発電について、

    「据え付けタイプ」、「ポータブルタイプ」及び「両方」

    と回答した医療機関が回答

◇対策あり（複数回答あり）

　　⇒「井戸を設置している」36病院

          「受水槽タンクがある」109病院

　　　 「その他」23病院

　※その他は、ペットボトルや備水容器、浄水器等

◇有床診療所のみを対象とした設問のため集計なし

◇BCPは策定している

　　⇒「新想定を受けた見直しを実施済み」28病院

          「現在見直し中」16病院、「見直し予定がある」11病院

          「見直し予定はない」0病院

◇BCPを策定していない

　　⇒「現在、策定中」17病院、「策定する予定」36病院

          「必要性を感じない」「策定しない」18病院
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平成30年度　災害対策に関するアンケート集計結果　　※調査対象医療機関数：126箇所（病院のみ）

質問９　衛星携帯電話等について　※複数回答あり

質問10　災害に関する訓練等について　※複数回答あり

質問11　食料や水の備蓄について

質問12　通常診療に必要な医薬品（入院・外来患者用）の在庫について

◇整備している

　　⇒衛星携帯電話、 衛星インターネット、MCA無線

　　　 アマチュア無線、その他の通信手段

※複数整備している病院あり。
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◇備蓄している

　⇒・患者・職員用として「3日分」ほど備蓄している

　　　医療機関が多い

　　・その他避難者用の備蓄は「していない」と医療

　　　機関がほとんどである

　　

◇「院内トリアージ訓練」33病院、「情報伝達訓練」77病院

　 「現場活動訓練」27病院、「DMAT受入訓練」3病院

　 「避難訓練」102病院、「その他訓練」23病院

　※その他（回答）

　　⇒夜間想定の訓練、水害想定の避難訓練

　　　 シェイクアウト訓練、炊き出しの実施等

◇在庫がある

　⇒各病院ごとに備蓄している日数分は違っている。

　　（2．3日分、7日分、14日分、30日分等）
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平成30年度　災害対策に関するアンケート集計結果　　※調査対象医療機関数：126箇所（病院のみ）

質問13　災害時に必要な医薬品の備蓄について

質問14　災害時のための燃料の備蓄状況について 　　　質問15　病院の機能が失われた場合の入院患者搬送先と移送手段について

質問16　災害発生時の職員の安否確認方法についての取り決めについて

 

質問17　自施設に勤務する医師の居住地について※常勤医師を対象

◇医薬品を備蓄している

　　⇒・「通常診療に必要な医薬品の備蓄とは別に

　　　　　災害時医薬品を備蓄している」42病院

          ・ 「通常診療に必要な医薬品の備蓄に災害時

　　　　　医薬品を含んでいる」43病院

◇医薬品を備蓄していない

　　⇒「災害時医薬品の備蓄を検討している」18病院

          「災害時医薬品の備蓄の予定はない」21病院

　　　 「未回答」2病院

◇自施設と同じ市町村在住の医師

　⇒該当医療機関：113病院　104名

◇自施設と同じ市町村ではないが同じ保健所

    管内在住の医師

　⇒該当医療機関：20病院　5名

◇自施設が所在する保健所管外在住の医師

　⇒該当医療機関：61病院　12名

◇県外在住の医師

　⇒該当医療機関：8病院　9名

67%

33%
備蓄している

備蓄していない

質問13

57%

43% 備蓄している

備蓄していない

質問14

16% 6%

78%

移送先、手段ともに検討済み

移送先のみ検討済み

未検討

質問15

63%

37%
取り決めがある

取り決めはない

質問16

80%

4% 9%

7% 自施設と同じ市町村在住

の医師

自施設と同じ市町村では

ないが同じ保健所管内在

住の医師
自施設が所在する保健所

管外在住の医師

県外在住の医師

質問17

◇取り決めがある（回答）

　⇒各医療機関ごとの緊急連絡網

　　  安否情報システム等を利用等


